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　最近，「危険，汚い，きつい」と言われる3つのK，つまり，3Kという仕事は敬遠されがちな
仕事とされています。私は環境管理の仕事は，これに「臭い」を加えて，4Kと言う仕事の一つで
はないか？と感じながら，岡山大学環境管理センターを退職後の今も，東京大学環境安全センター
にて環境保全の仕事に携わっております。
　私が岡山大学環境管理センターにお世話になりましたのは，昭和63年3月に大学卒業後，4月に
当センターの技術補佐員としてメンバーに加わり，平成2年12月に退職するまでの約2年と8ケ月
でした。その間，大学を卒業してすぐに，自分のやりたかった仕事，小さい頃から関心を持ってい
た仕事に携わることが出来ましたことを大変良かったと思っております。また環境保全について多
くの事を学ばさせて頂き有難うございました。この場をお借りしましてお世話になりました皆様方
にお礼申し上げたいと思います。
　さて，在職中に私が担当させて頂いた業務は主に岡山大学における実験洗浄排水・生活排水，及
び最終回流水の監視の仕事でした。そこで，岡山大学において，私が携わった仕事の中で，環境管
理者の立場から感じたことを書いてみたいと思います。
　一口に監視の仕事と言っても，排水の分析及び水質自動測定装置のデータ整理から，排水システ
ムの運転保守管理として測定装置の運転保守管理及び配管系統，槽類，ポンプ類，の保守管理等ま
でと大変な仕事でした。岡山大学における排水システムは皆さんご存じとは思いますが，実験器具
等を洗浄した実験洗浄排水と生活排水及び雨水の3系統に分けられます。実験洗浄排水は各部局毎
にpH槽でpHがチェックされ，最終放洗槽へ流れます・一方，生活排水は合併処理槽へ流れ，そこ
で活性汚泥処理された後，水質測定室のある最終放流槽へ流れます。ここで両方の排水が一緒にな
り有害物質，生活環境項目等の分析チェックが行われ，異常がなければ学外に放流されます。雨水
はそのまま学外へ放流されるシステムになっています。この排水システみを運転保守管理をする土
で各測定機器，配管系統，槽類，ポンプ類の点検を随時行っていますが，特に岡山大学の敷地は広
く，学部も多いため排水配管も長く，マンホール，各学部のpH値検出槽（7箇所）及び中継ポン
プ（15箇所）等の設備はあちらこちらに散らばっており，一旦外回りに出ると半日は動き回ってい
る状態でした。最終放流槽のある水質測定室も3箇所あり，その中には水質測定機器として，pH
計（2個），電導度計，自動COD測定器等があります。この中でも自動COD測定器，　pH計は
型が古く，水質も性質が変わってきているため故障が多く1日中付きっきりで保守したり，点検し
たりすることもしばしばありました。また型が古いため部品も入りにくく，応急処置で苦労した事
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もありました。pH計の設置場所も各学部毎に7箇所，3箇所の水質測定室に5個と合計12箇所あ
り保守も大変でした。月1回の定期分析のサンプリングとなると15箇所を1日3回行い，サンプル
が水質異常値を示すと原因究明を各学部等に依頼し，場合によっては異常排水を貯留槽に貯留し，
処理しなければならなくなります。そこで排水を監視する立場上，排水の中に何が流されているか
わからないと言う排水と接する危険性が出てきます。ポンプの故障もしばしばあり，時にはポンプ
槽から重いポンプを引き上げると，いろんな異物が食い込んでおり，汚く，臭い土に異物の清掃と，
まさに”3K”もしくは”4K”の仕事だと思われる仕事でした。ここまでの話の中で，当然，保
守管理者自信が考えなければならない点がほとんどかもしれませんが，少なくとも排出者が気を付
けていれば保守管理担当者の負担が少しでも軽くなるのではと言う点が幾つかあるように思えます。
ポンプの異物に関しては各流しにおいて処理指針を十分に理解して頂ければ保守の回数は減らすこ
とが出来るのではないでしょうか。また，水質異常に関しても同様に処理指針を守っていれば起こ
りえないような気がします。このようにちょっとした事で，担当者が直接廃水と接する機会を最小
限にとどめれば危険性を少しでも減らせればと思います。排出者にとってはたいした事はないかも
知れませんが，常に多くの排水と接している者にとっては大切な事なのです。
　センターでは実験研究により各研究室から排出される実験濃厚廃液の処理もまた，行わさせて頂
きました。各学部の実験研究に伴い発生する実験廃液は年々増加しており，これまでの処理方法で
は処理できない物も増えてきてます。この多くの有害廃液及び排水と直接接し，これを無害化する，
と言う廃液処理の業務は大変危険な仕事でもあり，一歩間違えると死にいたる可能性もあります。
また廃液の内容は主に排出者の情報に頼るしかなく，廃液は汚い上に，危険であり，中には悪臭を
発する物もあり，作業は，手袋，マスク，メガネ等を装着し担当者自信で防御して行っているつも
りですが，作業によっては大変やりにくい時もあり，むしろ装着すると作業性が悪く，その方が危
険であると判断されるときもあるため，仕方なく危険ではあるけれども防御を最小限にして作業を
行う時もあります。このようにどうしても直接廃液と接する機会が多くなり，廃液が増えている現
在，廃液を排出する実験研究者は，少なくとも，自分の出す廃液及び排水等の内容物を正確に把握
した上で，その廃液及び排水等がどのように処理され，監視されているかを頭の隅にでも入れてお
いてもらい，正確に自分が出す廃液の内容を廃液処理担当者に伝えてもらいたいと思います。これ
により，処理担当者としても廃液の危険性も把握でき，より安全に処理できるのではないかと思い
ます。廃液処理担当者側としては処理方法を少しずつ改善し，処理装置も自動化できるものは自動
化し，作業性を十分考慮したものにして行かなければならないと思います。いろんな内容物が排出
される大学では難しいかも知れませんが，教育研究の立場で考えると，大学で試験的にいろいろな
装置を考え，データーを出し，より充実したものへと研究，開発していくことも大切ではないでし
ょうか。地球環境問題と叫ばれていますが，地球環境を良くするという事と同時に，実際に”危険”，
”汚い”，”きつい”，”臭い”の4Kの環境の中で環境汚染を防ごうと努力している作業者にと
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って少しでも”K”を減らせるように，作業者の人間環境も考えて行かなければならないと思いま
す。
　環境悶題に接してまだ4年足らずのひよっ子の環境管理者の立場から勝手な事ばかり書いてしま
いましたが，私なりの卒直な感想を述べさせて頂きました。
　最後になりましたが，センターで様々な経験をさせて頂きましたことは，現在，民間の業者とし
て，厳しい立場にある私の東京大学環境安全センターでの今後の仕事の重要な基礎になっています。
まだまだ勉強しなければならないことが山程ありますので，お力添えを頂くこともあるかも知れま
せんが，私なりに環境を守る者として，一層努力して行きたいと思います。年々増え続ける廃液の
処理及び排水監視がより安全にできます様，岡山大学環境管理センターの設備がより充実したもの
になる事を望み，センターの益々の発展をお祈りしまして最後の挨拶にさせて頂きます。
本当に有難うございました。
（現在，東京大学環境安全センターにて廃棄試薬と奮闘中です！）
76
